第79回核融合専門委員会資料79-3
2022年9月21日
[bookmark: _Hlk112662118]第78回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録

1．日時	：2022年　6月8日（水）13:00～16:00、6月15日(水) 13:00～16:00
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者[6月8日]：委員11名、欠席者1名、オブザーバー4名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、鈴木幹事（日立）、中曽根（東京理科大）、中田（金沢工大）、中村(IHI検査計測)、一ノ瀬（昭和電工マテリアルズ・テクノサービス）、戸張(QST)、澁鍬（IHI）、稲垣(東芝ESS)、折田(三菱重工) 
欠席者：山田（金属技研）
オブザーバー：宇藤(QST)、黒木(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)

出席者[6月15日]：委員9名、欠席者3名、オブザーバー5名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、鈴木幹事（日立）、中曽根（東京理科大）、一ノ瀬（昭和電工マテリアルズ・テクノサービス）、戸張(QST)、澁鍬（IHI）、稲垣(東芝ESS)、折田(三菱重工) 
欠席者：中田（金沢工大）、中村(IHI検査計測)、山田（金属技研）
オブザーバー：松岡(JSME事務局)、宇藤(QST)、黒木(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)

（以上敬称略）

4.配布資料
[6月8日]
資料78-1	第78回核融合専門委員会議事次第（案）
資料78-2	第78回核融合専門委員会配布資料リスト
資料78-3	第78回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料78-4-1	発電用設備規格委員会 第91回幹事会 議事録（案）
資料78-5	第33回非金属構造物分科会　活動報告
資料78-5-1	NBI絶縁円筒規格条文案 概要と補足説明
資料78-5-2	NBI絶縁円筒規格条文案-技術背景比較（FN-1000、APPENDIX11,12,1A）
資料78-5-3	NBI絶縁円筒規格条文案-技術背景比較（FN2000～6000）
資料78-5-4	NBI絶縁円筒規格条文案
資料78-5-5	NBI絶縁円筒規格の技術背景
資料78-6-1	APPENDIX 4B 改定部の修正について
資料78-6-2	APPENDIX 4B 改定部修正案（見え消し）
資料78-7	核融合専門委員会委員について
資料78-8	核融合専門委員会委員名簿

[6月15日]
資料78-1	第78回核融合専門委員会議事次第（案）
資料78-2	第78回核融合専門委員会配布資料リスト
資料78-4	第101回発電用設備規格委員会　議事録（案）
資料78-9-1	NBI絶縁円筒規格条文案 6月8日コメント反映について
資料78-9-2	NBI絶縁円筒規格条文-技術背景比較FN-1000～6000修正箇所のみ 見え消し
資料78-9-3	NBI絶縁円筒規格条文案-技術背景比較（FN-1000、APPENDIX11,12,1A）
資料78-9-4	NBI絶縁円筒規格条文案-技術背景比較（FN2000～6000）
資料78-9-5	NBI絶縁円筒規格条文案
資料78-9-6	NBI絶縁円筒規格の技術背景
資料78-10-1	追加資料 APPENDIX 4B 改定部の修正について
資料78-10-2	再修正 APPENDIX 4B改定部修正案(見え消し）

5. 議事
(1) 開会[6月8日、6月15日]
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認【資料78-1、78-2】[6月8日、6月15日]
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。

(3) 前回議事録案の承認【資料78-3】[6月8日]
第77回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。特段のコメントは無く、本議事録案は承認された。

(4) 報告事項
(4-1) 第101回発電用設備規格委員会報告【資料78-4】[6月15日]
黒木氏より2022年3月23日(水)に開催された第101回規格委員会で、核融合専門委員会の折田委員の新任が承認されたこと、第77回核融合専門委員会に関する活動を紹介し、特段のコメントや宿題事項はなかったとの報告があった。

(4-2) 第91回発電用設備規格委員会幹事会報告【資料78-4-1】[6月8日]
鈴木幹事より5月19日(木)に開催された第91回規格委員会幹事会において、第77回核融合専門委員会活動内容の概要、人事に関することを紹介し、特にコメントや宿題は無かったとの報告があった。

(4-3) 第33回非金属構造物分科会活動報告【資料78-5】[6月8日]
[bookmark: _Hlk72748460]黒木氏より第33回非金属構造物分科会の活動報告として、NBI絶縁構造体構造規格条文案・技術背景の見直し内容について審議され、審議内容を反映、修正した文案を分科会案とし、第78回専門委員会へ提示することに合意したとの説明がなされた。続いて以下の詳細報告があり、内容について協議した。

[bookmark: _Hlk112659309]（4-3-1）NBI絶縁円筒規格条文案 概要と補足説明【資料78-5-1】[6月8日]
石川氏より、NBI絶縁円筒規格条文案 概要と補足説明について説明がなされた。
主な協議事項は以下のとおり。
· FN-1120(技術背景)…”応力の主方向”の表現は誤解を招くので、具体的に記載すべき。
· FN-2350(条文)…材料強度の下限値の求め方が分かり難い。補正係数αの下限値の制限を設けるべき。
· 21-2200(条文､技術背景)…引張試験の小型試験片を使用する際の条件を追記する。
· 21-2200(技術背景)…メジアンランク法に拘らず、他のランク法として必要試験片本数を少なくしても良いのではないか。
· FN-3140(条文)…割増係数のkが、FN-2350技術背景のσの係数kと重複するので、区別した方がよい。
· FN-3140(技術背景)…0.05%オフセット応力と金属の降伏応力は対応しないので、修正した方が良い。
· 41-3310(条文､技術背景)…規格値を下げるのは設計手法を全面否定することになりかねず、規格として適切ではない。
· FN-4311(条文､技術背景)…再試験の方法が曖昧であり、回数の際限が無いように読める。合格基準含め、明確にすべき。
· 上記コメントを反映し、NBI絶縁円筒規格の条文と技術背景を見直すこととした。

（4-4）　APPENDIX 4B 改定部の修正について【資料78-6-1、78-6-2】[6月8日]
宇藤氏より、APPENDIX 4B 改定部の修正について、前回(第77回核融合専門委員会)のご意見を踏まえて、これまでの経緯とITERラジアル・プレートの使用範囲から新たな修正案が説明された。
ラジアル・プレートにおける応力集中、TFコイルのウエッジ部の応力状態、修正グッドマンの適用について質問があり、次回に再度説明することとした。




(5） 審議事項
（5-1） 委員の新任・再任・退任[6月8日]
(1) 核融合専門委員会委員の再任【資料78-7】
· 戸張委員の再任を推薦することが承認された。

(5-2) NBI絶縁構造体構造規格文案・解説案について[6月15日]
石川氏より、6月8日に行われた第78回核融合専門委員会(1日目)のコメントを反映したNBI絶縁円筒規格条文案について説明がなされた。
NBI絶縁円筒規格の条文と技術背景の審議を行った結果、下記のコメントを反映することを条件に、書面投票を行うことが全会一致で可決された。
主な協議事項は以下のとおり。
· FN-2350(条文)…補正係数αの範囲(1～0.6)は規格としては広過ぎで、また0.6は下限として小さ過ぎる。材料強度のバラツキを考慮した値Syにαを乗じるため、αはもう少し大きくてもよく、製造者の意見を反映し0.8にすることとした。
· 21-2200(条文、技術背景)…小型試験片は相似形であるべきで、図2A-1の試験片は標準試験片の長さが短くなっただけであるので、短尺試験片が適した名称と思われる。
· 21-2200(技術背景)…試験片の本数の根拠として、平均ランク法と対称ランク法の間をとってメジアンランク法の7本とした、という説明は適切ではない。素直に、一般的にメジアンランク法が使用される、などに修正すべき。
· FN-4311(条文、技術背景)…再試験の方法について、脆性とはいえ金属と複合材料で考え方が同じと言っていいのか疑問。条文の修正は必要ないが、試験片と採取元の大きさの関係など、参照したねずみ鋳鉄のＪＩＳ規格に記載されている再試験の考え方をよく調べておくこと。

（5-3） APPENDIX 4B改定部の修正について【資料78-10-1、78-10-2】[6月15日]
宇藤氏より、6月8日に行われた第78回核融合専門委員会(1日目)での質問を受けての説明として、ITER TFコイルに作用する荷重等を補足した追加資料をもとに報告がなされ、了解された。
APPENDIX 4B改定部の修正については、結論がでず、次回再度議論することとした。また、JT-60Uなどの既存装置で、疲労に関する不具合事例が無かったかを調査し報告することとなった。

(6)　その他
次回の第79回核融合専門委員会は、2022年9月6日(火)、15日(木)、16日(金) の何れかにWeb会議で実施することとなった。
以上
4

